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第
一
七
六
冊
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
今
号
で

は
日
本
史
二
本
、
ア
ジ
ア
史
一
本
、
西
洋
史
一
本
、

考
古
学
一
本
の
論
文
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
幅
広
い
時
代
・
テ
ー
マ
の
論
文
が
そ
ろ
い

ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
今
後
も
益
々
の
投

稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
全
コ
ー
ス
の
助
教
・
助
手
が
代
替
わ
り

し
て
か
ら
初
め
て
の
史
学
会
大
会
が
昨
年
の
十
月

十
五
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
部
会
で
は
充
実

し
た
研
究
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
体
会
で
講

演
頂
い
た
近
藤
一
成
先
生
、
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た

紙
屋
敦
之
先
生
が
こ
の
三
月
で
ご
退
職
さ
れ
ま
す
。

両
先
生
と
も
長
年
研
究
と
後
進
の
指
導
に
あ
た
ら

れ
、
大
き
な
足
跡
を
早
稲
田
に
残
さ
れ
ま
し
た
。

両
先
生
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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大
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大
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文
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研
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後
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小
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子
　
早
稲
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大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
　
　
　
　
　
　

高
橋
龍
三
郎
　
早
稲
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大
学
文
学
学
術
院
教
授

大
網
　
信
良
　
東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

調
査
研
究
員
　
　
　
　
　
　

平
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信
崇
　
早
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田
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学
　
　
　
　
　
　

會
津
八
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記
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館
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山
﨑
　
太
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東
京
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タ
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調
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研
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